
次回予告
10月下旬開催予定

9月29日（土）13：00～14：00
湘南東部総合病院 東館1階 講堂

講 

師

日 時

会 場

交通のご案内

お問合わせ
湘南東部総合病院（地域連携室）
☎0467-89-3633
茅ヶ崎市西久保500

湘南東部総合病院
整形外科

遠藤 太刀男 医師

JR茅ケ崎駅北口および茅ヶ崎市内各所
より無料シャトルバスあり

医学講座 参加無料参加無料

新湘南バイパス

北
茅
ケ
崎
駅

相
模
線

1
北口

中央公園

茅ケ崎駅

湘南東部
総合病院

45

整形外科（膝関節の痛みと治療、人工関節など）のお話しを予定しています。（仮）
　湘南東部総合病院で「人工関節セン
ター長」を務めている整形外科医の
遠藤太刀男医師にお話いただきます。
　「膝が痛くて…。」など、関節痛でお悩
みの方は、この機会に是非ご参加くだ
さい。

血糖が下がる食べ方、体重が減る食べ方
　「もしかして、まだカロリー制限とか、
糖質制限とか、やっていますか？制限は
もう要りません。食べる順番や食べ合わ
せを工夫することにより糖も体重も下が
ります。本当ですよ！」と植木医師は話
します。是非ご参加下さい。

9月27日（木）14：30から

次回予告

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

10月29日（月）14:30から
【講師】 眼科 吉川 麻里 医師
「白内障って、いつ手術すればいいの？」

辻堂

中央公園

平塚

北口

1

茅ケ崎駅

茅ケ崎
中央病院茅ヶ崎市役所

湘南
ふれあいの園

茅ケ崎駅前

交通のご案内

お問合わせ
茅ケ崎中央病院
☎0467-86-6530
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

JR茅ケ崎駅北口より徒歩5分

講 

師

茅ケ崎中央病院
糖尿病外来

植木 彬夫 医師湘南ふれあいの園 2階 ラウンジ

う
な
疾
患
に
行
な
う
の
で
す
か
？

　
（
峯
川
Dr.
）「
ま
ず
、
副
鼻
腔
炎

で
す
。
こ
の
治
療
に
よ
っ
て
鼻
呼

吸
が
改
善
さ
れ
、
後こ
う
び
ろ
う

鼻
漏
（
鼻
汁

が
喉
に
お
り
る
状
態
）が
減
少
し
、

慢
性
咳が
い
そ
う嗽（

長
引
く
咳
）
の
改
善

も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
難
治
性
疾
患
の
好
酸
球

性
副
鼻
腔
炎
の
治
療
も
対
象
に
な

り
ま
す
。
内
視
鏡
下
副
鼻
腔
手
術

に
よ
っ
て
、
鼻は
な
た
け茸

と
副
鼻
腔
の
病

的
粘
膜
を
除
去
し
、
術
後
に
厳
重

な
経
過
観
察
と
適
切
な
投
薬
治
療

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
う
こ
と

で
、
合
併
す
る
気
管
支
喘
息
の
改

善
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

副
鼻
腔
炎
に
対
す
る
明
確
な
診

断
を
受
け
、
適
切
な
治
療
に
す
す

ま
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
当
院

の
診
察
を
是
非
、
お
受
け
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。

　
―
―
―
貴
重
な
お
話
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
取
材
協

力
／
茅
ケ
崎
中
央
病
院
）

去
す
る
侵
襲
（
体
へ
の
負
担
）
が

強
い
手
術
で
し
た
が
、
現
在
は
内

視
鏡
を
用
い
て
鼻
腔
か
ら
手
術
を

行
な
う
ス
タ
イ
ル
が
主
流
で
す
。

　

し
か
し
、
副
鼻
腔
の
周
囲
に

眼が
ん
か窩
（
眼
球
の
あ
る
部
位
）
や

頭ず
が
い
て
い

蓋
底（
脳
の
下
に
接
す
る
部
分
）

が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
手
術
に
よ
る
合
併
症
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
は
、
繊
細
な
技
術

が
要
さ
れ
ま
す
。

　

当
院
は
、
最
新
の
４
Ｋ
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
よ
り
細
部
ま
で
病
変
を
確
認

す
る
こ
と
で
、
安
全
か
つ
的
確
な

内
視
鏡
下
副
鼻
腔
手
術
が
実
施
で

き
る
環
境
に
な
り
ま
し
た
」

　
―
―
―
副
鼻
腔
手
術
は
ど
の
よ

　

―
―
―
茅
ケ
崎
中
央
病
院
に

「
４
Ｋ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
内
視
鏡
シ

ス
テ
ム
」
が
導
入
さ
れ
た
と
聞
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
何
が
で

き
る
の
で
す
か
？

　
（
峯
川
Dr.
）「
内
視
鏡
下
副
鼻
腔

手
術
を
、
こ
れ
ま
で
の
『
フ
ル
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
』
の
約
４
倍
の
解
像

度
の
下
で
行
な
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

副
鼻
腔
の
手
術
は
、
以
前
は
歯

肉
か
ら
切
開
を
入
れ
て
病
変
を
除

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
（
☎︎
０
４
６
７
・
８
６
・
６
５
３

０
）
の
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
、
４
Ｋ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
内

視
鏡
を
使
っ
た
手
術
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
長

の
峯
川
明
ド
ク
タ
ー
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

引
く
咳
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

鼻
の
奥
に
は
嗅
神
経
も
あ
る
の

で
、
ポ
リ
ー
プ
病
変
に
よ
っ
て
鼻

腔
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
嗅
覚
低
下

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
気
管
支
喘
息
合
併
型
の

「
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
」
が
話
題

と
な
っ
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省

「
指
定
難
病
」２
０
１
５
年
７
月
）。

　

日
本
に
は
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
の

推
定
患
者
（
１
０
０
万
～
２
０
０

万
人
）
の
う
ち
、
約
20
万
人
が
好

酸
球
性
副
鼻
腔
炎
で
、
さ
ら
に
そ

の
約
２
万
人
の
重
症
者
が
難
病
指

定
の
対
象
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。鼻

の
奥
で
膿
が
広
が
り

　

副
鼻
腔
と
は
、
鼻
腔
の
奥
の
空

洞
（
左
右
そ
れ
ぞ
れ
４
つ
）
の
こ

と
で
す
。
そ
こ
に
膿
の
う
じ
ゅ
う

汁
（
う
み
・

し
る
）
が
貯
留
し
、

ポ
リ
ー
プ
病
変
が
充

満
し
た
状
態
が
「
慢

性
副
鼻
腔
炎
」で
す
。

　

鼻
腔
内
に
ま
で
ポ

リ
ー
プ
が
広
が
る

「
鼻は
な
た
け茸

」
が
発
症
す

る
と
、
膿
性
鼻
汁
が

喉
に
流
れ
込
ん
で
長

風
邪
に
酷
似
「
副
鼻
腔
炎
」

　

通
年
性
の
鼻
閉
・
膿
性
鼻び
じ
ゅ
う汁

（
鼻
水
）・
嗅
覚
障
害
・
頭
痛
・

頬き
ょ
う
ぶ
つ
う

部
痛
（
頬
の
痛
み
）
の
原
因
は
、

「
副
鼻
腔
炎
」
の
可
能
性
が
あ
り

北郷 実 医師
慶大医学部外科学教室 専任講師

後
の
疼
痛
が
少
な
い
】【
整
容
上

優
れ
て
い
る
】
な
ど
の
一
般
的
な

事
項
に
加
え
て
、【
拡
大
視
効
果

に
よ
る
精
緻
な
手
術
が
可
能
に
な

る
】
こ
と
で
す
。

　

が
ん
の
手
術
は
、
各
疾
患
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
標
準
的
な

手
術
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
当
院

で
は
、
高
齢
の
方
に
は
暦
年
齢
で

は
な
く
実
際
の
体
力
・
体
調
に
見

合
っ
た
手
術
・
治
療
法
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
患
者
さ
ま

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
ス
タ
ッ

フ
間
の
意
思
疎
通
を
密
に
し
た
安

心
で
安
全
な
手
術
を
心
が
け
て
お

り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。（
同
院

☎︎
０
４
６
７
・
８
３
・
９
１
１
１
）

　

同
院
は
「
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
外
科
学
教
室
」
の
関
連
施
設
で

す
。
治
療
方
針
の
決
定
、
手
術
運

営
を
協
同
で
行
な
っ
て
お
り
、
現

在
は
、
消
化
器
外
科
（
胃
・
大
腸
・

胆
道
疾
患
）
領
域
で
は
３
Ｄ
腹
腔

鏡
を
用
い
た
低
侵
襲
手
術
を
中
心

に
、
悪
性
・
良
性
に
よ
ら
ず
積
極

的
な
実
施
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
院
外
科
部
長
を
務
め
る
櫻
井

嘉
彦
副
院
長
は
「
腹
腔
鏡
手
術
の

メ
リ
ッ
ト
は
、【
創
が
小
さ
く
術

　

急
な
腹
痛
や
発
熱
な
ど
に
も
、

迅
速
な
対
応
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ

に
同
院
を
受
診
く
だ
さ
い
。

▽
悪
性
腫
瘍
（
が
ん
）
…
食
道
／

胃
／
大
腸
／
肝
・
胆
道
・

膵
臓
な
ど
の
各
種
が
ん

　

肝
・
胆
・
膵
の
専
門

外
来
で
は
、
迅
速
で
苦

痛
の
少
な
い
こ
と
を
心

が
け
た
検
査
を
行
な
い
、

早
期
に
治
療
方
針
を
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
に
あ
る
湘
南
東
部
総
合
病
院
は
、
慶
應
義
塾

大
学
医
学
部
外
科
学
教
室
と
協
同
で
手
術
運
営
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
同
院
の
「
外
科
・
消
化
器
セ
ン
タ
ー
」
と
、

同
院
の
外
科
手
術
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

病
気
が
発
覚
し
て
か
ら
短
期
間
の

う
ち
に
、
そ
し
て
壮
年
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
検
診
で
見
つ
か

り
に
く
い
こ
と
や
、
初
期
に
は
症

状
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
、
症
状
が

出
た
と
き
は
す
で
に
進
行
し
て
い

て
手
術
が
で
き
な
い
こ
と
も
、
原

因
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
「
肝
胆
膵
」
の
診
療
は
、

一
般
的
に
は
消
化
器
内
科
・
消
化

器
外
科
が
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
で
は
「
肝
胆
膵
専
門
外
来
」

を
開
設
し
て
い
る
医
療
機
関
も
あ

り
ま
す
。

　

右
の
症
状
や
、
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
医
師
へ

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

よ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
胃
・
肺
・

大
腸
な
ど
に
比
べ
て
知
ら
れ
て
い

な
い
部
位
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し

「
肝
胆
膵
」
の
が
ん
で
死
亡
す
る

人
の
数
は
、非
常
に
多
い
の
で
す
。

症
状
が
出
た
ら
す
で
に
進
行

　

が
ん
罹
患
者
数
で
は
、
大
腸
、

胃
、
肺
に
続
い
て
「
肝

胆
膵
」
と
い
う
順
番
で

す
が
、
死
亡
者
数
で
は

な
ん
と
「
肝
胆
膵
」
が

最
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

世
界
的
企
業
の
Ｃ
Ｅ

Ｏ
や
女
優
、
プ
ロ
野
球

の
元
監
督
、
昭
和
の
名

力
士
な
ど
、
著
名
人
の

多
く
が
こ
の
が
ん
で
命

を
失
い
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

い
る
た
め
、
ひ
と
つ
の
専
門
的
な

領
域
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
呼
ば

れ
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
臓
器
が
体
の

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の

疾
患
の
中
で
も
「
胆
の
う
・
胆
管

が
ん
」「
膵
臓
が
ん
」
な
ど
は
特

に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
人
が
多
い

馴
染
み
の
薄
い
臓
器
だ
か
ら

　
「
肝
胆
膵
（
か
ん
た
ん
す
い
）」

と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？

肝
臓
・
胆
の
う
・
膵
臓
の
頭
文
字

を
と
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
臓

器
は
血
管
が
周
囲
に
入
り
組
み
、

お
互
い
に
複
雑
に
存
在
し
あ
っ
て

副鼻腔鼻腔

頭蓋底

鼻茸
はなたけ

ずがいてい

国立がん研究センター「2017年のがん統計予測」より

小腸

胃

十二指腸

大
腸

大
腸

胆管
肝臓

胆
の
う

膵臓

部位別がん羅患者数

大腸

順位 部位名 人数

149,5001

2

肺 128,7003

肝臓･胆のう･膵臓 106,2004

胃 132,800

部位別がん死亡者数

肝臓･胆のう･膵臓

順位 部位名 人数

80,5001

2

大腸 53,0003

胃 47,4004

肺 78,000死
亡
数
は

最
上
位
に

※悪性ﾘﾝﾊﾟ腫・白血病・多発性骨髄腫

▽
急
性
虫
垂
炎
▽
そ
け
い
ヘ
ル
ニ

ア
▽
胆
石
症
▽
肛
門
疾
患
な
ど

櫻井 嘉彦 医師
湘南東部総合病院 外科部長

慶
大
と
協
同
で

手
術
運
営
し
て
い
る

＊
同
院
は
、
日
本
外
科
学
会
指
導
医
・
専
門
医
、

日
本
消
化
器
外
科
学
会
指
導
医
・
専
門
医
、
が

ん
治
療
認
定
医
が
常
勤
し
て
い
る
病
院
で
す
。

腹痛 黄疸 背部痛
尿の色が濃くなった

糖尿病の急激な悪化
便が白っぽくなった

食欲不振 体重減少

すぐに病院へ行きましょう！！

肝臓・胆のう・膵臓が危ない！？肝臓・胆のう・膵臓が危ない！？

　
茅
ケ
崎
中
央
病
院

　
　
　
　
　
耳
鼻
咽
喉
科 

医
長

峯川 明 ドクター

湘
南
東
部
総
合
病
院

　

外
科
・
消
化
器
セ
ン
タ
ー
で

　
　
診
療
す
る
疾
患
に
つ
い
て

湘
南
東
部
総
合
病
院

　
　
　
外
科
手
術
に
つ
い
て

耳
鼻
咽
喉
科
の
ド
ク
タ
ー
に
聞
く
③

「
４
Ｋ
内
視
鏡
」で
の
副
鼻
腔
手
術

茅
ケ
崎
中
央
病
院
・
峯
川 

明 

医
師

頭
痛
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
…

　
　

そ
れ
風
邪
じ
ゃ
な
い「
難
病
」っ
て
本
当
？

湘
南
東
部
総
合
病
院
　
外
科
・
消
化
器
セ
ン
タ
ー

慶
大
医
学
部
と
協
同
で
手
術
運
営

　

罹
患
数
に
比
べ

　
　

死
亡
率
が
と
て
も
高
い「
肝
胆
膵
」が
ん
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株式会社FMC 〒253-0083 神奈川県茅ヶ崎市西久保500番地

☎0467-88-1263

ふれあい東戸塚保育園 〒244-0806 神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-15 ☎045-827-2637
ふれあい大和保育園 〒242-0006 神奈川県大和市南林間9-4-14 ☎046-278-3911
ふれあい町田保育園 〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘１-３-10 ☎042-798-1121
ふれあい綾瀬保育園 〒252-1103 神奈川県綾瀬市深谷中1-4-13 ☎0467-77-5111
ふれあいさがみ野保育園 〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷2-16-11 セトビル103 ☎046-233-5110
ふれあい茅ヶ崎保育園 〒253-0041 神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎2-1-38 茅ヶ崎ソシエ弐番館205 ☎0467-86-6530

● 夏期休暇（最大3日）の他、各種特別休暇あり
● 医療費補助制度あり（グループ指定の外来・入院・薬局）
● 入職後は充実した研修により、知識・技術の向上が図れます（常勤対象）

新設保育所オープン! 
保育士募集

勤務地

常 勤

非常勤

184,600円～327,600円
（夜勤1回）  5,000円
（皆勤手当）10,000円

時給1,200円～1,300円
（夜勤1回）5,000円～
時給1,200円～1,300円
（夜勤1回）5,000円～

無料セミナー これで安心！老人ホームの選び方これで安心！老人ホームの選び方
　湘南ふれあいの園では、毎回人気のセミナー
「これで安心！老人ホームの選び方」を 9 月
29 日（土）13 時 30 分から 15 時まで、ナー
シングホーム元町で開催します。
　セミナーでは、特養・老健・有料老人ホー
ムなどの施設について「難しい・複雑」と言
われる部分にポイントを絞って解説します！

老人ホームの
種類・違い・現状

在宅と施設の
メリット・デメリット

費用と
資金計画

9
29 土 13:30～15:00

会場：ナーシングホーム元町 1 階食堂
神奈川県茅ヶ崎市元町 10-3

茅ケ崎駅

茅ケ崎中央病院

北口

１
45

ナーシング
ホーム元町

申し込み
お問い合わせ

湘南ふれあいの園
☎ 0467-86-6534

＊駐車場あり

定員 20名（要予約）

http://www.fureai-g.or.jp
ふれあいグループ 検索

の
園 

湘
南
東
部
」
で
は
９
月
末

ま
で
、
具
体
的
な
入
居
に
関
す
る

相
談
も
で
き
る
「
施
設
見
学
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
ホ
ー
ム
の
鈴
木
真
施
設
長
は

「
老
人
ホ
ー
ム
選
び
で
重
要
な
の

は
、
そ
こ
の
雰
囲
気
が
ご
本
人
さ

ま
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
こ

れ
に
つ
き
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は

実
際
に
そ
の
場
を
見
学
し
な
い
と

絶
対
に
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

当
ホ
ー
ム
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
か
か
わ
る
取
り
組

み
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、『
施
設
見
学
会
』
で
は
機
能

訓
練
室
の
様
子
や
リ
ハ
ビ
リ
風
景

も
実
際
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

す
で
に
介
護
で
お
困
り
の
方

や
、
今
後
に
向
け
て
検
討
中
の
方

な
ど
は
是
非
、
今
回
の
見
学
会
を

ご
活
用
い
た
だ
き
、
個
別
の
内
容

や
入
居
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

雰
囲
気
や
サ
ー
ビ
ス
を
確
認
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
は
９
月
末
ま
で
！

詳
細
は
左
記
へ
お
問
合
わ
せ
を
。

施
設
選
び
で
ヘ
ト
ヘ
ト
…
な
人
も

　

こ
れ
か
ら
介
護
の
必
要
性
に
迫

ら
れ
る
人
や
そ
の
家
族
は
、「
有

料
老
人
ホ
ー
ム
」
は
と
て
も
気
に

な
る
存
在
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
家
族
が
年
老
い
、
健
康
面
で

の
不
安
も
み
え
て
き
た
時
、「
で

き
る
限
り
安
心
・
快
適
な
生
活
環

境
で
あ
る
〝
終
の
住
処
〟
を
手
に

入
れ
て
ほ
し
い
―
―
」。
そ
う
考

え
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
思
い
浮

か
べ
る
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
実
際
に
選
ぼ
う
と
思
っ

て
も
、「
老
人
ホ
ー
ム
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
設
備
の
違
い
が
あ
る

の
か
？
」「
サ
ー
ビ
ス
は
ど
こ
ま

で
？
」「
ど
ん
な
雰
囲
気
で
暮
ら

す
の
？
」
な
ど
、
気
が
か
り
な
点

は
意
外
と
多
い
の
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
も
公
開

　

そ
の
よ
う
な
悩
み
に
対
し
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
「
湘
南
ふ
れ
あ
い

　

○
…
「
近
年
、
前
立
腺
が
ん
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｓ

Ａ
検
査
（
前
立
腺
が
ん
の
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
）
の
普
及
に
よ
り
早
期
発
見
・

治
療
を
行
な
う
こ
と
で
根
治
も
望

め
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
治
療
方
法
の
一
つ
が
、
今
回

当
院
に
導
入
さ
れ
た
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』
で
の

手
術
で
す
。
こ
の
手
術
は
従
来
の

開
腹
手
術
に
比
べ
、
傷
口
が
小
さ

く
、
術
後
の
疼
痛
が
少
な
い
の
が

特
徴
で
、
早
期
の
社
会
復
帰
が
可

能
で
す
。
湘
南
地
域
、
特
に
茅
ヶ

崎
、
寒
川
や
平
塚
、
大
磯
な
ど
に

お
住
ま
い
の
前
立
腺
が
ん
を
抱
え

る
方
の
お
力
に
な
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
」。
今
年
６
月
、
湘
南
東

部
総
合
病
院
（
茅
ヶ
崎
）
へ
の
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」

導
入
と
同
時
に
着
任
。
外
来
診
察

は
月
・
水
・
木
・
土
曜
日
の
午
前

を
担
当
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は
金

曜
日
午
後
、
そ
れ
以
外
の
手
術
は

木
曜
日
午
後
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○
…
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
多
く
の

実
績
を
も
つ
東
京
医
大
病
院
で

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
下
平
医

師
。
同
大
卒
業
後
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト

手
術
に
従
事
し
、
先
進
医
療
の
知

識
と
技
術
を
習
得
し
て
き
ま
し
た
。

「
当
院
で
新
た
に
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を

担
当
す
る
看
護
師
や
臨
床
工
学
技

士
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
東
京
医

大
病
院
で
の
経
験
を
活
か
し
、
必

要
な
指
示
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
出
す

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」。
湘

南
東
部
総
合
病
院
で
は
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
入
室
か
ら
退
出
ま
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
徹
底
。「
当
然

の
こ
と
で
す
が
安
全
が
第
一
な
の

で
、
準
備
は
か
な
り
丁
寧
に
行
な
っ

て
い
ま
す
」。
こ
れ
こ
そ
が
心
強
い

医
師
の
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

○
…
モ
ッ
ト
ー
に
「
早
期
発
見
・

早
期
治
療
」
を
掲
げ
、「
少
し
で
も

怪
し
い
も
の
は
早
め
に
検
査
・
治

療
へ
と
進
め
る
よ
う
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
り
巡
ら
せ
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

知
識
と
技
術
を
駆
使
し
て
、
泌
尿

器
疾
患
全
般
の
治
療
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。
前
立
腺
が
ん
に
限
ら

ず
、
些
細
な
こ
と
で
も
お
困
り
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で

も
外
来
へ
ご
相
談
下
さ
い
」。
湘
南

の
日
差
し
に
焼
か
れ
た
健
康
的
な

笑
顔
で
優
し
く
語
り
ま
し
た
。

下平 憲治 医師
 （しもだいら けんじ）　　　　

湘南東部総合病院
【泌尿器科】

医学博士
日本泌尿器科学会 専門医・指導医
ロボット（ﾀﾞ･ ｳﾞｨﾝﾁ）手術 認定医

「
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
茅
ヶ
崎
へ
」

熱
意
を
も
っ
て
前
立
腺
が
ん
治
療
に
尽
力

こ
の「
人
」に
聞
く

ビ
ス
」
で
の
利
用
者
の
反
応
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
初
は
「
外
に
あ
ま
り
出

た
く
な
い
」
と
の
お
言
葉
を
発
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
る
に
つ

れ
、
ご
自
身
で
「
好
き
な
も
の
を

見
て
買
い
物
で
き
る
」
と
、
社
会

活
動
へ
の
喜
び
が
大
き
く
な
っ
て

い
か
れ
ま
し
た
。
外
出
も
多
く
な

り
、
社
会
と
の
積
極
的
な
か
か
わ

り
に
向
け
た
お
手
伝
い
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
現
在
で
は
雨
天
時

も
抵
抗
な
く
、
雨
具
を
着
て
一
緒

に
買
い
物
へ
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

　

Ａ
．
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
通
じ
て
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
の
生
活
の
一
助

と
な
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
新
北
陵
病

院 

訪
問
介
護
事
業
所
）

本
人
の
や
る
気
や
意
欲
を
高
め
、

自
立
し
た
生
活
が
長
く
続
け
ら
れ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
自
立
を
目
指
し
た
支
援
と

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
す
か
？

　

Ａ
．
例
え
ば
、
脳
梗
塞
で
後
遺

症
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外

出
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ご
利
用
者
さ
ま
に
は
、
お
買
い

物
に
同
行
す
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
そ
の
「
買
い
物
同
行
サ
ー

者
さ
ま
の
自
立
支
援
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
者
さ
ま
ご

自
身
の
活
動
に
対
し
て
見
守
り
・

声
掛
け
の
支
援
を
す
る
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
身
体
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

で
は
、
ご
利
用
者
さ
ま
を
直
接
介

護
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ご
利
用

　

Ｑ
．
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
ご
自
宅
に
お
け
る
「
身
体

介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
生
活
援
助

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
「
訪
問
介
護
事
業
所
」
は
今
夏
、４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

同
事
業
所
が
提
供
す
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
評
判
で
す
。
今
回

は
、「
買
い
物
同
行
サ
ー
ビ
ス
」
を
中
心
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

有料老人ホームを実際に見よう！

個別見学＆相談会
9月末まで毎日開催！
時間　 応相談（先着順）
料金　 見学・相談ともに無料
申込　 湘南ふれあいの園 湘南東部
☎ 0467-57-6050 1

45

中央公園

シャトルバス
乗り場

北茅ケ崎駅

茅ケ崎駅

新湘南バイパス

★
湘南東部総合病院

茅ヶ崎中央 IC

湘南ふれあいの園
湘南東部

洗練された中庭が望める同ホーム

＝
同
ホ
ー
ム
に
て
撮
影

理
学
療
法
士
が
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施

評
判
の
「
買
い
物
同
行
サ
ー
ビ
ス
」
の
様
子

身体介護サービスにおける
自立支援（一部の例）

　　（服薬時にそばで見守り、
　　  服薬を促す）

茅ケ崎新北陵病院  
訪問介護事業所

☎ 0467-53-4111㈹
茅ヶ崎市行谷 583-1

サービス提供エリア
茅ヶ崎市･寒川町の全域､藤沢市の一部

・買い物 同行

・服薬支援

・ゴミ出し援助

・利用者と一緒に行なう

（利用者と一緒にゴミを分別し、ゴミ出し
  ルールの理解を促す）

衣類の整理、被服の補修
調理・配膳・後片付け

※ その他、利用者の自立生活支援・重度化
      防止のための見守り的援助
      として、ケアプランに位置
      付けられたものが該当します。

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
・
訪
問
介
護
事
業
所

「
ま
ず
は
外
出
の
第
一
歩
に
、お
買
い
物
へ
」

評
判
の
同
行
サ
ー
ビ
ス
を
取
材（
協
力
）

老人ホームの決め手は「雰囲気」！

　９月末までの毎日、
　　個別見学会を開催中

湘南ふれあいの園 湘南東部

2



9月25日（火）14：00～15：00日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

茅ケ崎新北陵病院 2階 多目的室

交通のご案内

お問合わせ
茅ケ崎新北陵病院（担当 香川）
☎0467-53-4111
茅ヶ崎市行谷583-1

茅ケ崎駅 辻堂駅

寒
川
駅

1

47

404

43

新湘南バイパス

湘
南
台
駅
小
田
急
江
ノ
島
線

文教大学

茅ケ崎
新北陵病院

茅ケ崎中央病院前から無料シャトルバス

心房細動とは？ ～不整脈といわれたら～
  高齢化とともに「心房細動」という不整
脈の病気が増えています。これは心房が
けいれんするような病状で、血栓ができ
やすく、それが脳に飛んで血管が詰まる
リスクが高まる病気です。循環器専門
の中谷院長がわかりやすくお話します。
皆様お誘い合わせの上、ご参加下さい。
次回予告
10月30日（火）14：00から開催 【テーマ】尿トラブル

講 

師

茅ケ崎新北陵病院

中谷 速男 院長
医学博士 

来
年
４
月
よ
り
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門
学
校
」
が

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　くるみには、オメガ3脂肪酸である「α-リノレン酸」が
多く含まれています。これは体内で生成できない必須脂
肪酸のため、食物から摂取しなければなりません。認知
症の予防や記憶力・集中力の向上といった脳機能強化が
期待できます。 管理栄養士:穴田律子

くるみ豆腐
材 料（1人分）

管理栄養
士が監修

今月の絶
品ごはん

総カロリー：
866kcal／

塩分：3.7g

● くるみ 10ｇ
● くず粉 13g
● 砂糖 15g
● 塩 0.5g
● 水 90ml
● わさび 1g

点
か
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

▽
10
月
５
日
㈮
10
時
〜
12
時

「
が
ん
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

講
師
…
原
千
晶 

氏（
タ
レ
ン
ト
）

　
　
　
小
林
優
子 

准
教
授

　

子
宮
頸
が
ん
は
20
代
後
半
～
40

代
前
半
で
最
も
罹
患
率
が
高
い
病

気
で
す
。
早
期
発
見
・
治
療
で
完

治
が
期
待
で
き
る
こ
の
病
気
に
つ

い
て
、
原
千
晶
さ
ん
が
闘
病
経
験

を
語
り
ま
す
。
子
宮
が
ん
の
基
礎

知
識
に
つ
い
て
は
小
林
優
子
准
教

授
が
講
義
す
る
二
部
構
成
で
す
。

　

定
員
は
両
日
１
０
０
名
。
大
学

Ｈ
Ｐ
か
お
電
話
☎︎
０
４
５
・
８
２

１
・
０
１
０
９
で
事
前
申
込
み
を
。

　

湘
南
医
療
大
学
で
は
、
９
月
22

日
㈯
と
10
月
５
日
㈮
に
、
一
般
向

け
の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
９
月
22
日
㈯
10
時
〜
11
時

「
本
当
は
や
め
た
い
、

　
　
　
　
で
も
や
め
ら
れ
な
い
」

あ
な
た
の
ジ
レ
ン
マ
は
解
決
で
き
る

〜
健
康
に
活
か
す
行
動
理
論
〜

講
師
…
小
林
和
彦 

教
授

　

行
動
に
は
す
べ
て
の
動
物
に
共

通
す
る
法
則
が
あ
り
、
人
間
も
そ

れ
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
ま

す
。
講
座
で
は
、
日
常
生
活
に
お

け
る
行
動
変
容
の
基
本
的
な
考
え

方
や
、
介
護
領
域
に
お
け
る
応
用

例
な
ど
に
つ
い
て
行
動
理
論
の
観

力
」「
認
知
症
ケ
ア
の
実
践
力
」「
介

護
と
医
療
の
連
携
」
な
ど
の
観
点

で
、
福
祉
現
場
に
直
結
し
た
教
育

内
容
に
刷
新
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門

学
校
の
担
当
者
は
、「
本
校
で
は
、

現
代
の
超
高
齢
化
社
会
を
支
え
る

質
の
高
い
介
護
福
祉
士
を
育
成

し
、『
尊
厳
・
人
権
』
を
基
礎
に
、

社
会
で
期
待
さ
れ
て
い
る
専
門
性

を
実
践
で
き
る
力
と
、
豊
か
な
人

間
性
を
兼
ね
備
え
た
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
を
輩
出
す
る
こ
と
で
、
社
会

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
同
校
は
医

療
・
福
祉
に
特
化
し
た
「
ふ
れ
あ

い
グ
ル
ー
プ
」に
所
属
す
る
た
め
、

在
校
生
は
多
数
の
病
院
や
施
設
で

実
習
か
ら
就
職
ま
で
多
岐
に
わ
た

る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
９
月

は
毎
週
㈯
）
や
学
校
説
明
会
は
随

時
実
施
中
。
詳
し
く
は
同
校
☎︎

０
４
２
・
７
４
４
・
９
７
１
１
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門

学
校
は
、
来
年
（
２
０
１
９
年
）

４
月
か
ら
介
護
福
祉
士
養
成
校
と

し
て
「
介
護
福
祉
学
科
」
を
新
設

し
、
学
校
名
を
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス

観
光
福
祉
専
門
学
校
」
に
変
更
し

ま
す
。

　

国
家
資
格
で
あ
る
「
介
護
福
祉

士
」
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
30
年
が

過
ぎ
、
介
護
福
祉
士
の
役
割
に
、

高
い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な

い
、
介
護
福
祉
士
養
成
校
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
も
見
直
し
が
行
な
わ

れ
、
来
年
度
は
「
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
地
域
で
支
え
る
た
め

の
実
践
力
」「
介
護
過
程
の
実
践

10
月
22
日
㈪
、
29
日
㈪
、
11
月
５

日
㈪
の
12
時
30
分
～
16
時
30
分
。

受
講
料
は
４
千
円
（
上
表
参
照
）。

　

講
座
で
は
過
去
問
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
経
験
豊
富
な
講
師
が
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
多
く

の
受
験
者
が
苦
手
と
す
る
科
目
に

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
内
容
な
の

で
、
効
率
よ
く
学
習
で
き
ま
す
。

働
き
な
が
ら
国
家
試
験
合
格
を
目

指
す
方
に
是
非
お
勧
め
で
す
。

　

詳
細
は
、
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
０
１
９
年
１
月
実

施
の
国
家
試
験
「
介
護
福
祉
士
」

の
受
験
者
（
予
定
含
む
）
を
対
象

と
し
た
「
筆
記
試
験
対
策
講
座
」

を
今
秋
に
開
講
し
ま
す
。
日
時
は

歩
行
補
助
支
援
機
器
で
早
期
か
ら
訓
練
が
可
能
に

評
価
・
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
、

〝
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
リ
ハ
ビ
リ
〟

が
提
供
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。

　

藤
本
Ｏ
Ｔ
は
、「
当
院
が
目
指

し
て
い
る
の
は
、
患
者
さ
ま
の
機

能
回
復
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

患
者
さ
ま
が
今
後
も
安
全
に
、
そ

し
て
充
実
し
た
生
活
を
継
続
で
き

る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
お
り
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
は
、「
患

者
さ
ま
第
一
」
の
治
療
に
力
を
注

い
で
い
る
様
子
が
い
た
る
と
こ
ろ

で
見
受
け
ら
れ
る
病
院
で
す
。

（
取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
新
北
陵
病

院
）

き
だ
っ
た
趣
味
の
活
動
、
人
と
の

交
流
な
ど
に
も
力
を
入
れ
た
病
棟

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
活
動
や
練
習
に
は

病
棟
ス
タ
ッ
フ
が
見
守
り
、
さ
ら

に
、
患
者
さ
ま
の
息
抜
き
や
、
ご

家
族
さ
ま
と
の
交
流
を
目
的
と
し

た
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
も
開
設
し
て
お

り
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
時
に
練

習
し
た
動
き
や
活
動
は
、
病
棟
や

ご
自
身
の
病
室
に
も
ち
か
え
っ
て

自
分
自
身
で
反
復
練
習
が
で
き
ま

す
の
で
、
安
全
な
活
動
を
習
得
す

る
ま
で
の
時
間
が
短
く
な
っ
て
い

る
患
者
さ
ま
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
」。

機
能
回
復
し
た
先
ま
で

　
「
機
能
回
復
、
そ
し
て
生
活
に

お
け
る
活
動
、
練
習
し
た
そ
の
先

を
！
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ

て
い
る
同
院
。「
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
」
に
よ
る

チ
ー
ム
医
療
で
患
者
の
早
期
社
会

復
帰
を
支
援
し
、医
師
や
看
護
師
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ

ら
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
、
各
専

門
分
野
で
培
っ
た
知
識
と
経
験
で

そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
に
適
し
た
回
復

プ
ラ
ン
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
会
議
）
で

は
、
病
状
の
ほ
か
、
各
患
者
が
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
興
味
を
も
ち
、

ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
み
、
今

後
の
生
活
を
ど
う
し
た
い
の
か
、

と
い
っ
た
具
体
的
な
内
容
ま
で

機
能
回
復
に
向
け
た
支
援
を
し
て

い
ま
す
。生

活
の
再
構
築
も

　

同
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

藤
本
一
博
Ｏ
Ｔ
（
作
業
療
法
士
）

は
、
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
機
能
が
回
復
す
る
こ
と
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
患
者
さ

ま
の
生
活
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

人
は
『
仕
事
的
な
活
動
』『
身

の
回
り
の
活
動
』『
楽
し
み
の
活

動
』『
休
息
的
活
動
』

の
４
つ
の
バ
ラ
ン
ス

が
整
う
こ
と
で
、
充

実
し
た
生
活
が
感
じ

ら
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
当
院

で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
訓

練
に
よ
っ
て
回
復
し

た
機
能
を
日
常
生
活

に
い
か
す
た
め
に
、

入
院
期
間
中
に
、
身

の
回
り
の
作
業
や
好

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

に
入
院
し
た
当
初
は
、
歩
行
困
難

の
状
態
な
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
能
力

が
保
て
な
い
人
が
多
く
い
ま
す
。

　

そ
の
状
態
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
と
、
転
倒
リ

ス
ク
を
高
め
、
過
度
の
負
荷
を
強

い
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

早
期
に
歩
行
訓
練
で
き
る
理
由

　

そ
こ
で
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
で

は
入
院
早
期
か
ら
、
歩
行
訓
練
に

お
い
て
歩
行
補
助
支
援
機
器
（
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
）
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
転
倒
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、

適
度
な
負
荷
で
継
続
的
に
練
習
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

同
院
に
は
、
動
き
づ
ら
い
筋
肉

を
収
縮
さ
せ
な
が
ら
動
作
を
ア
シ

ス
ト
す
る
機
器
な
ど
も
導
入
さ
れ

て
お
り
、
患
者
そ
れ
ぞ
れ
の
病
状

に
合
わ
せ
た
機
器
や
物
品
を
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
早
期
の

　

緑
豊
か
な
環
境
に
囲
ま
れ
た
「
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
」（
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
）

の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
は
、
入
院
患
者
の
早
期
社
会
復
帰
を
目

指
し
、
歩
行
補
助
支
援
機
器
を
導
入
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
実
生
活
に

即
し
た
娯
楽
活
動
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が
、
積
極
的
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

身
体
機
能
と
楽
し
い
社
会
生
活
の

　
　
　
　
　
　

  

回
復
を
目
指
し
て

特 集

他
職
種
が
参
加
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

介護福祉士 試験対策講座
日時

費用

申込

10 月 22 日（月）
10月 29 日（月）
11月    5 日（月）
各日 12:30～16:30
4,000 円
（3回分・テキストは別途）

ふれあい医療福祉研修センター

☎ 0467-84-0576

税込

オープンキャンパス

●学校見学会

9 月 22 日（土）、10 月 27 日（土）10:00~12:30
＜理学療法学科･作業療法学科＞

＜言語聴覚学科＞
9 月 8 日（土）、22 日（土）10:00~12:00
☎ 0467-88-6611

●学校説明会 9 月 8 日（土）13:00～16:00

下田看護専門学校
●学校説明会 9 月 29 日（土）13:00~16:00

医療ビジネス観光情報専門学校
●模擬授業・AO 対策講座
9 月 8 日（土）､22 日（土）10:00～12:00

●個別相談会、指定校推薦入試直前説明会

☎ 0467-86-6011
☎ 0558-25-2211

☎ 042-744-9711
学校説明会･オープンキャンパス･入試の詳細については各校へお問い合わせください。

医療･保健･福祉･教育の「ふれあいグループ」学校法人 湘南ふれあい学園

●入試説明会 9 月 29 日（土）10:00～12:00

●入試体験会 10 月 27 日（土）13:00~16:00

●模擬授業 9 月 15 日（土）10:00～12:00

9 月 29 日（土）10:00～12:00

茅ヶ崎看護専門学校

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

☎ 045-821-0115

●推薦入試対策説明会
●入試対策演習講座

湘南医療大学
9 月 22 日（土）14:00~16:00
10 月 13 日（土）

１科目コース 10:30~13:40/２科目コース 9:15~14:50

湘南医療大学
看護学科

小林 優子 准教授

湘南医療大学
リハビリテーション学科

小林 和彦 教授

実践的な内容が評判の同校
（住所：相模原市南区上鶴間本町 3-18-27）

茅ケ崎新北陵病院
☎ 0467-53-4111 問合せ受付時間　

平日 8:30～16:30

回復期リハビリテーション病棟（２階病棟）５８床
入院対象 *：脳血管疾患（脳梗塞・脳出血・くも膜下出血等）の発症、または手術後

大腿骨・骨盤・脊椎・股関節・膝関節の骨折、または手術後
外科手術や肺炎等の治療時で生じた筋力等の低下
膝関節の神経・筋・靭帯損傷後など       

＊発症後の期間に規定があります。詳しくは同院でおたずねください。

茅ヶ崎市行谷 583-1 

喫
茶
「
ど
ん
ぐ
り
」
は
毎
週
金
曜
日

に
設
け
ら
れ
る
病
棟
の
人
気
ス
ペ
ー
ス

秋
の
公
開
講
座

原
千
晶
さ
ん
が
語
る「
子
宮
が
ん
」

湘
南
医
療
大
学

介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
対
策
講
座

苦
手
な
筆
記
試
験
科
目
の
克
服
を
！

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

来
春
「
介
護
福
祉
学
科
」ス
タ
ー
ト

新
設
学
科
で
介
護
福
祉
の
プ
ロ
養
成

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門
学
校

3



知って納得 認知症 ～ＢＰＳＤの正しい理解とその対応～
　以前は在宅や施設などで「ＢＰＳＤ」を
“問題行動”と呼んでいました。介護する
側にとっては苦慮するものばかりですが、
視点を変えてみると、どうでしょうか…？
本当にその人が伝えたいことが見えてく
るかもしれません。

9月29日（土）14：00～15：00 講 

師

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

次回予告
10月29日（月）開催

湘南さくら病院
リハビリテーション科
大累 秀剛

作業療法士

交通のご案内

お問合わせ
湘南さくら病院（総務課）
☎0467-54-2255
茅ヶ崎市下寺尾1833

茅ケ崎駅､湘南台駅より
神奈中バス｢文教大学｣下車､徒歩8分

湘南さくら病院 1階 作業療法室

茅ケ崎駅 辻堂駅

湘南
さくら病院

寒
川
駅

1

47

404

43

新湘南バイパス

湘
南
台
駅

小
田
急
江
ノ
島
線

9月26日（水）13：30～15：00日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい平塚ホスピタル（総務課）
☎0463-22-4105
平塚市袖ヶ浜1-12

JR平塚駅南口より徒歩15分

ふれあい平塚ホスピタル 5階 会議室

脳卒中になると生活はどう変わる？
　「がん」「心疾患」とともに日本人の三
大死因である「脳血管疾患（脳卒中）」
は、死を免れても後遺症の心配がある恐
い疾患です。自分や家族が脳卒中になっ
たら、生活にどう影響するのでしょうか？
　当院のリハビリテーション専門医が、わ
かりやすく説明します。
次回予告
10月下旬開催予定

講 

師

ふれあい平塚ホスピタル
リハビリテーション科
菅谷 睦 医師
日本脳卒中学会専門医
日本リハビリテーション医学会専門医・指導医

平塚駅
茅ヶ崎

湘南
海岸公園

交番
高浜公園前

小田原

南口
バスターミナル

国道134号線

ふれあい
平塚ホスピタル

　
Ｑ
．
保
険
適
用
の
症
例
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
ほ
ぼ
全
て
の
が
ん
に
お
い

て
、次
の
場
合
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
が
ん
を
強
く
疑
う

　「
確
定
診
断
目
的
」

②
が
ん
の
広
が
り
を
知
る

　「
病
期
診
断
目
的
」

　「
転
移
ま
た
は
再
発
診
断
目
的
」

　

こ
の
他
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
治
療

中
の
残
存
確
認
（
治
療
効
果
判
定

目
的 

）
で
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

は
、
当
院
に
併
設
し
て
い
る
「
湘

南
健
康
管
理
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で

10
万
２
６
０
０
円
（「
ベ
ー
シ
ッ

ク
コ
ー
ス
」
＊
自
由
診
療
）
で
お

受
け
い
た
だ
け
ま
す
。

　

保
険
診
療
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
検

査
を
お
受
け
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
当
院
を
受
診
す
る
か
、
か
か

り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
状
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
費
用
は
３
万
円
程

度
（
保
険
料
３
割
負
担
の
場
合
）。

レ
ポ
ー
ト
と
Ｃ
Ｄ‒

Ｒ
画
像
で
結

果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
Ｑ
．
Ｐ
Ｅ
Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
検
査
に
か

か
る
費
用
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
か
つ
て
は
人
間
ド
ッ
ク
の

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
20
万
円

も
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
で
は
、
健
康
診
断

と
し
て
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ‒
Ｃ
Ｔ
検
査
で

　

が
ん
検
査
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
」
に
つ
い
て
、
茅
ケ

崎
中
央
病
院
の
山
田
春
木
医
師
（
院
長
代
行
）
に
保

険
適
用
や
そ
の
料
金
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

は
、
写
し
出
さ
れ
た
造
形
か
ら
が

ん
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
が
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
検
査
は
細
胞
の
性
質
を
調
べ

て
が
ん
を
探
し
出
す
の
で
す
。

　

こ
れ
と
同
時
に
Ｃ
Ｔ
の
立
体
イ

メ
ー
ジ
と
重
ね
、
が
ん
を
さ
ら
に

明
瞭
化
さ
せ
ま
す
。

身
体
的
に
も
楽

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
は
、
ブ
ド
ウ
糖

類
似
の
薬
剤
を
注
射
し
、
静
か
に

寝
て
い
る
だ
け
の
検
査
な
の
で
、

高
齢
者
や
体
力
に
不
安
を
抱
え
る

患
者
で
も
受
け
や
す
く
、
人
気
で

す
。
こ
の
検
査
を
実
施
で
き
る
医

療
機
関
は
そ
う
多
く
な
く
、
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ほ
と

ん
ど
が
予
約
制
で
す
。

　

保
険
が
適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
の
で
、
費
用
等
は
各
医
療
機

関
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

性
質
を
利
用
し
、
ブ
ド
ウ
糖
に
近

い
成
分
（
Ｆ
Ｄ
Ｇ
）
を
体
内
に
注

射
し
ま
す
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
全
身
を
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
撮
影

す
る
と
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
が
多
く
集
ま
る

と
こ
ろ
が
分
か
り
、
が
ん
発
見
の

手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

　

従
来
の
Ｘ
線
な
ど
の
検
査
で

可
視
化
さ
れ
る
原
理

　

陽
電
子
を
用
い
て
Ｃ
Ｔ
と
組
み

合
わ
せ
た
が
ん
検
査
が
「
Ｐ
Ｅ

Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
」
で
す
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
で
は
、
が
ん
細
胞

が
正
常
細
胞
に
比
べ
て
３
～
８
倍

の
ブ
ド
ウ
糖
を
取
り
込
む
と
い
う

川口 忠彦 医師
（総合診療科・呼吸器科）

の
な
の
で
、
時
に
は
投
げ
出
し
た

く
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
私
は
医
師
と
し
て
、
患

者
さ
ま
が
治
療
を
中
断
し
た
と
し

て
も
決
し
て
見
捨
て
る
よ
う
な
こ

と
は
せ
ず
、
あ
き
ら
め
ず
に
再
び

治
療
へ
前
向
き
に
な
る
ま
で
励
ま

す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

治
療
の
継
続
に
は
、
で
き
る
だ

け
無
理
の
な
い
達
成
可
能
な
目
標

を
設
定
し
、
患
者
さ
ま
に
コ
ツ
コ

ツ
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
発
症
し
て
い
る
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
る
が
、
治
療
を
中
断
し

て
し
ま
っ
た
（
ま
た
は
治
療
し
て

い
な
い
）』と
い
う
方
で
も
、ぜ
ひ
、

当
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
緒

に
治
療
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。

■
取
材
協
力

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
６
３・２
２・４
１
０
５

神
奈
川
県
平
塚
市
袖
ヶ
浜
１
の
12

（
最
寄
り
は
Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
）

処
方
さ
れ
て
い
る
薬
剤
の
種
類
な

ど
を
か
か
り
つ
け
医
に
伝
え
、
健

康
状
態
を
ト
ー
タ
ル
で
知
っ
て
も

ら
っ
た
上
で
、
生
活
習
慣
病
の
治

療
に
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
」

治
療
中
断
し
て
も
優
し
く
ケ
ア

　
（
川
口
医
師
）「
か
か
り
つ
け
医

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ま
の
生

活
状
況
に
合
わ
せ
た
治
療
を
行
な

い
ま
す
が
、
治
療
の
主
体
は
あ
く

ま
で
患
者
さ
ま
ご
自
身
で
す
。
生

活
改
善
や
治
療
は
、
長
期
的
な
も

く
こ
と
が
大
切
で
す
」

か
か
り
つ
け
医
の
重
要
性

　
（
川
口
医
師
）「
生
活
習
慣
病
を

抱
え
て
い
る
方
の
多
く
は
、
複
数

の
疾
患
に
も
悩
ん
で
い
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
、
患
者
さ
ま
に

よ
っ
て
は
疾
患
ご
と
に
別
々
の
医

療
機
関
を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
話
し
た
い
の
が
、『
ま

ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
ま

し
ょ
う
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
現

在
、
受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
や

　
（
川
口
医
師
）「
生
活
習
慣
病
は

自
覚
症
状
が
あ
ま
り
な
く
、
気
付

か
な
い
う
ち
に
動
脈
硬
化
や
心
臓

病
、
脳
血
管
疾
患
を
併
発
さ
せ

る
こ
と
か
ら
、『
サ
イ
レ
ン
ト
キ

ラ
ー
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
早
く
治
療
を
開
始

し
、
さ
ら
に
治
療
を
継
続
し
て
い

　

治
療
が
長
続
き
し
な
い
人
が
多
い
「
糖
尿
病
」「
高
血
圧
症
」「
脂
質
異
常
症
」
な
ど

の
生
活
習
慣
病
。
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
患

者
に
寄
り
添
う
丁
寧
な
診
療
が
評
判
の
川
口
忠
彦
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

治
療
を
や
め
て
し
ま
っ
た
）
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
は
無
症
状
で
も
合
併
症
が

　

こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の

が
、
治
療
を
や
め
て
し
ま
っ
た
人

の
理
由
で
す
。
仕
事
な
ど
の
多
忙

さ
（
24
．
６
％
）
や
経
済
的
な
問

題
（
15
．
８
％
）
の
ほ
か
、
自
覚

症
状
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
「
体

調
が
良
い
」（
10
．
５
％
）、「
今

通
院
し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
と

思
う
」（
７
．
０
％
）
と
自
己
判

断
し
て
い
る
回
答
が
目
立
ち
ま
す

（
同
関
係
資
料
よ
り
）。

　

生
活
習
慣
病
は
治
療
し
な
い
ま

ま
で
い
る
と
、
気
付
か
ぬ
う
ち
に

動
脈
硬
化
症
な
ど
の
合
併
症
を
ま

ね
く
こ
と
が
と
て
も
多
い
病
気
で

す
。
し
か
し
、
診
断
さ
れ
た
時
点

で
す
ぐ
に
治
療
を
開
始
・
継
続
す

る
こ
と
で
、
疾
患
と
う
ま
く
付
き

合
い
な
が
ら
体
調
が
維
持
で
き
ま

す
。
ま
ず
は
治
療
の
決
心
が
肝
心

で
す
。

が
あ
ま
り
な
い
た
め
、
定
期
健
診

な
ど
で
発
症
が
疑
わ
れ
た
と
し
て

も
、
治
療
に
踏
み
切
ら
な
い
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
治

療
の
状
況
（
厚
労
省
「
平
成
28
年

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
の
概

要
」）
か
ら
も
、
23
．
４
％
も
の

人
が
糖
尿
病（
ま
た
は
そ
の
疑
い
）

を
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

治
療
を
受
け
て
い
な
い
（
ま
た
は

て
お
く
と
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な

ど
を
ふ
く
む
突
然
死
の
原
因
と
な

る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
の
多
く

は
初
期
段
階
に
お
け
る
自
覚
症
状

　
「
生
活
習
慣
病
」
と
は
、
具
体

的
に
は
【
糖
尿
病
】【
高
血
圧
症
】

【
脂
質
異
常
症
】【
肥
満
】
な
ど
を

指
し
、
特
に
こ
の
４
つ
は
「
死
の

四
重
奏
」と
も
い
わ
れ
ま
す
。放
っ

　

初
期
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
「
生
活
習
慣

病
」。
そ
れ
ゆ
え
に
「
ま
だ
大
丈
夫
」「
体
調
が
良
い
か
ら
」
と

治
療
に
前
向
き
で
は
な
い
人
が
多
く
、問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

または ※厚生労働省「平成28年国民健康・
　栄養調査結果の概要」より

※同「厚生労働科学研究」資料より

100％

0％

今、通院しな
くても大丈夫
だと思う

仕事（学業）
のため、忙しい

体調が良い

医療費が
経済的に負担

治療あり
７６．６％

『以前に受けたことがあるが、
現在は受けていない』

糖尿病治療のデータ

『ほとんど治療を
受けたことがない』

治療中断の理由は…

７．0％
10.5％

15．8％

24．6％

42.1％
その他

23．423．4
％

糖尿病の治療の状況と、治療中断の理由

茅ケ崎中央病院 院長代行
山田 春木 医師

がんに関する画像検査

PET画像と
ＣＴ画像の
立体イメージを
重ねることで、
悪性腫瘍（がん）が
明瞭化

組織や細やかな形状の
情報のために有効

組織やがんの活動状態の
情報が得られる

ＣＴ画像

甲状腺

ＣＴ検査

PET-ＣＴ画像

PET-ＣＴ検査

PET画像

PET検査

融
合

ＰＥＴ-ＣＴ検査の問合先

茅ケ崎中央病院
TEL（代表）

0467-86-6530

保険適用

湘南健康管理
クリニック
TEL（代表）

0467-86-6570

自費（健康診断）

が
ん
の
検
査
は「
保
険
適
用
も
可
能
で
す
」

取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
中
央
病
院
・
山
田
春
木 

医
師

　

癌
が
目
視
で
き
る「
Ｐ
Ｅ
Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
」

　
　
　
　
　
　
　

人
気
の
理
由
は
そ
の
簡
易
さ

「
生
活
習
慣
病
は
医
師
と
二
人
三
脚
で
治
療
を
」

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
川
口
忠
彦 
医
師

糖
尿
病
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
・
肥
満

治
療
の
中
断
が
多
い「
死
の
四
重
奏
」

2018年9月

No.33
湘南版健康生活お役立ち新聞

発行所　（有）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678 

 4


